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プ率 wbはほぼ一定値をとるのに対 し,大きなジャンプ運動のジャンプ率 waの分布が巾関数
(p+1)waP/W.P+1に従 うというモデルを考えることができる.plま,温度等で定まるパラメ･タ-















た原子が時刻 tで Sにいる確率を P(S,ilso,0),そのラプラス変換を
p(S,ulso)-/.㈲p(S ,ilso,0 )e-utd i
とすれば,i(s,uJs｡)は,
(u･ zwb(1-蕊 )+zwsP 'S,utso'-S′∈N; ｡fsWsIP'S',uLso'-6S,so (1)
に従 うことが示せる.wsはサイ トSからの大きなジャンプを表わすジャンプ率である.











図 3:cTを振動数に対 してプロットしたも 図 4:ノンガウシアンパラメーターの減衰











時間分布の比較から求められた【5】 p -390･1(rg-re斤)3を用いて 6vs.re仔 を求めると図4
に破線で示 したようになる.但 しref は二元ソフトスフェアー系の有効カップリング定数であ
る[3】･




による過程 (α緩和)と比較的大 きな揺 らぎ,いわゆるケージ効果よる過程 (β緩和)として理
解できる.
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